
平成２６年度 新・地域の助け合い活動推進セミナー 
開 催 要 綱 

 

１ 趣 旨 

 

わが国では地域社会におけるつながり・支え合いの機能の脆弱化が進む中、平成２

７年度からの介護保険の改正に伴い、予防給付の訪問介護・通所介護が市町村事業 

に移行しますが、今回の移行では「住民・市民の助け合い」が仕組みの中に明確に位

置づけられています。これはこれまでの福祉の大転換点であり、地域づくり・ボラン

ティア活動の新たなステージの始まりとなります。 

 

また生活困窮者自立支援法も同時に施行されるなど、高齢者や生活困窮者等に限ら

ず要支援を必要とする人が住み慣れた地域で自分らしい生活を継続できるようにす

るために、ボランティア、ＮＰＯ、企業、社会福祉法人、協同組合等の多様で重層的

な生活支援・福祉・ボランティアサービスの提供等「新・地域の助け合い活動推進」

体制の構築が必要となってきます。 

 

そこで、地域社会の一員としてこれらの活動を実践する意義やボランティア・ＮＰ

Ｏとの協働活動も含め、助け合いに向けての具体的な取り組み方、効果的な進め方に

ついて理解を深めるためにセミナーを開催します。 

 

 

社会人が仕事を通じて培った地域やスキル、経験、ノウハウを生かして社会貢献・ボ

ランティア活動することは、自身の仕事へのポジティブなフィードバックにもなり、企

業・団体にとっても社会的評価を高めるとともに社員の人材育成になります。ボランテ

ィアやＮＰＯにとっては企業・団体と協働することでコミュニティビジネスや新たな分

野への展開が期待できます。 

 

 

２ 主 催 

    社会福祉法人 大分県社会福祉協議会（共催 大分県・各市町村社会福祉協議

会・大分県ボランティア連絡協議会） 

 

３ 期 日  平成２７年３月１９日（木） 

     

４ 場 所 

   トキハ会館 ５Ｆカトレアの間（大分市府内町２－１－４ 電話 097-538-3111） 

 

５ 対象者（興味のある方はどなたでも参加できます） 

・企業・団体のＣＳＲ・ボランティア活動を推進する、または関心のある者 

・県・市町村社会福祉協議会職員、社会福祉法人等 

・行政・大学等教育関係職員、協同組合、労働組合、ボランティア、ＮＰＯ団体 

・その他 

  

６ 交歓会  ３，０００円（希望者のみ）  

 

 

 



７ 研修日程  

     

 

１２：００ 受 付 

    

１３：００  開 会 

                あいさつ 

                  社会福祉法人 大分県社会福祉協議会 

                  会長 高橋 勉 

 

  １３：２０  講演 「よろず相談信用金庫の地域貢献（密着）活動」（案） 

               講師 但陽信用金庫理事長・ＮＰＯ法人但陽ボランティアセンター代表

桑 田 純 一 郎 氏 

   

１４:４０ 事例リレー発表（案） 

                図書館ボランティア、生涯学習ボランティア、ゴミゼロ推進隊、少年警

察ボランティア、コープおおいた、大分県ボランティア連絡協議会、福

祉コミュニティＫＯＵＺＡＫＩ等 

  

           

 １６：００講評 

 

  １６：２０閉会 

 

  １６：３０交換会（５Ｆローズの間） 

 

８ 問合せ先 

     〒870-0907 大分市大津町２丁目１－４１ 

       大分県ボランティア・市民活動センター 担当：甲斐 

TEL097-558-3373 FAX097-558-1296 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【 講師紹介 桑田純一郎氏 】 

 

 

 
 

１９４９(昭和２４)年、兵庫県朝来市生野町生まれ。１９７２(昭和４７)年、日本大学経済

学部卒業。同年、但陽信用金庫に入社。１９７９(昭和５４)年、理事に就任。１９８２(昭和５

７)年、常務理事を経て、１９９０(平成２)年より現職。加古川商工会議所副会頭、兵庫県信用

金庫協会理事、加古川納税協会理事、兵庫県更生保護協会理事、兵庫県日赤有効会理事 等 

 

１９９５(平成７)年１月、阪神淡路大震災直後から但陽信用金庫全社をあげて震災ボランテ

ィア活動を開始。救援物資の調達、義援金の募集を行い、２月から給水・炊きだしの後、救援

物資集積場での物資の受入れ、仕分け等に職員を派遣。同年４月、但陽信用金庫ボランティア

センターを立ち上げ、同年６月から仮設住宅で被災者支援活動を開始する。 

 

２０００(平成１２)年１月、ＮＰＯ法人但陽ボランティアセンターを設立、理事長に就任。

但陽信用金庫の職員をＮＰＯ法人但陽ボランティアセンターに派遣する現在のボランティア活

動の形態を確立し、地域金融機関の使命として、本業と社会貢献活動の両面で地域の発展に取

り組んでいる。 

 

２０１４(平成２６)年２月、これまでの活動や取組みに対し、法人として企業フィランソロ

ピー大賞「地域のよろずや賞」を受賞する。同年５月「兵庫県功労者表彰」、同１１月「黄綬褒

章」を受ける。 

 

 



  

大分県ボランティア・市民活動センター宛 FAX０９７－５５８－１２９６ 

E-mail：kenji_kai@oitakensyakyo.jp 
TEL097-558-3373 FAX097-558-1296 

                        (３月１３日締切) 

 

 

平成２６年度 新・地域の助け合い活動推進セミナー 

 

参加申込書 
 

            

氏名 所属（部・課名） 職  名 連絡先（電話） アドレス セミナー 交歓会 

 

 

      

 

 

      

 

 

      

 

 

      

       

       

                 ＊ セミナー、交歓会欄に○を記入してください 

 

上記のとおり申し込みます。 

 

 

 大分県市ボランティア・民活動センター 御中 

 

 平成  年  月  日 

 

 

企業・団体名等 

担当者名 

連絡先電話番号 

mailto:kenji_kai@oitakensyakyo.jp

